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i 「アルゼンチン経済』 ； 
九le!，，ドerrer,transl. l¥farjory ,¥ !. 1; rquidi, The三

千 ＼rgcntineEconomy, 1 'ni,・nsily ゃ！California [~ 
j》札、，， 19G7, xii+239p. 

本舎はウノレキディ（MarjoryM. Urquidi）の英訳で

出版されたもので，原著は LaEconomia .11η：entina: 

Las Etaρ叫ん’ suDesarrollo y Problemas /lctuales 

（アルゼンチン経済ーーその発展段階と現実の諸問題）

r川温t，で l963年メキシコと「コノスアイレスで出絞され

てL ア 英訳本では原著になかリた沈：i:JJ花索引が加

え「，？，＇ ・，日、るが，その他にはFが／Jiiぇ，，;/ Lどいない。著

行つごし Iレはブエノスアイレ正大＇／：で主主；；ヤ戸を専攻し，

後に同校で教鞭をとり，またフエノスアイレス州の経済

相を務めたこともある。現在はアルゼンチンの研究機関

lnstituto de Ilesarrollo Econ6mico y Socialおよび

lnstituto Di Tellaのじentrode Investigaciones Eco-

n6micasにおU、ても活発な研究活動を続けており，内外

V) !'c!::Itに発表した論文をはこめ‘いく－，，う，，！）単行本を執

'ff ~. i ＇・、るが（ IE1），ここにとりあfj i二1 ,• ，；，.，ゼンチン経

｛汗｜；日・Itの経済学に対すィ：l r:;えちを内向付るうえで，

土7／，ゐ孔j虫自の視点からま二、，：，/r i) 「，.／ ＇て〆 Fレゼシチン

U，ト，： Ji Iるために恰好な著11・＂点、；：， ど-r/. /Jo 

；給：千千が本書全体でj阜1cしようとしたものは， ［アルゼ

ンチン経済の形成過程の分析」（序文： p.ix）であり，そ

のために用し、た方法は，経済構造の変化にほ：じて歴史的

段階区分を行なh その各段階における経済構造の特徴

を別経たすることであった（序論），それ：土今なおひんi£ 

メlにir1なわれている一国経ρ5

担ur；九.：，生まれたものであζ、ι かJ Jご町 フジノレの経済

’？ (I土•＇.ソ・フルタード（（、cl州 Furtaclけ；土 De1•elop

/Iii＇ノ1!,111J Underdevelop111，ソt1il'ni、usit_v of Califor-

nia Pre回， Berkeleyand Los Angeles, 19(i4.原著はポ

ノレトガノレ語て、1961年に出版されている。）におし、て‘経済

学の理論的抽象性と歴史性という二つの必本内f主将5が経

済発展理論におu、ても十分生かされるべきであるとし，

数盤的モデル分析と歴史分析を有効に結介した方法論の

原町＇ i＼＿説いてヤる（トj書 pp.I～ご｝ 二.，した視点はか

,! l (' J抗（＇；『ブラシル車壬 i斉のIJ'i/(.'.>, 2 •；二.；； t、てii'l！りあif

!22 

られてきたものと考えられるが，ブェレノレはこうした考

え方から少なからざる影響を受けている。

こうした方法論に基づき，フェレノレはアノレゼンチン経

済の歴史を次の4段階に区分しているサまず第 1期は16

iri:~ιから 18 lif:紀にわたる時期で「J[ll_減r'fJ!'I給経済J(the 

regional日1bsistence economies）として特徴づけられて

L叫ぶ 第2期は18世紀末から1860年に至るll寺WlC、先進

諸国Jり関心がアノレゼンチンに向けられはじめ， ゾゴノス

アイレスを貿易港として，世界経済へのみが関かれてい

く「移行期」（thetransition）である。第3期は外国との

結びつきが深まり， 1次産品輸出中心の経済構造が定着

ナる1860年から1930年に至る時期で， 「l次産品輸出経

済」（the凸conomyof primary exports）と特徴づけられ

てνるu 以後の第4期は1930年から今日までの；！寺川で，

1929年恐慌の打撃から立ち直るべくして推進された工業

育成政策にもかかわらず停滞が続し、口、る現状を I未統

{,O)J！工業経済； ( the nonintegrated in山 stria!economy) 

とい防－5け ζいる。ところで，この段階区分の基礎をな

すものは，外国貿易が「一国経済の発展において決定的

役割在来たす」（p.3）という考え方であP，したがって

ブェレノレの主眼点は，外国貿易という外からのインパク

トによってアルゼンチン経済がいかに形成され，発展し

てさたか，その過程の分析におかれい、ろのきある。そ

してこの段階的歴史分析に依拠し，以後のあ忌部におい

てこ，／Lからのアノレゼンチン経済の発反の＂

;jL、！、’d

それでl立i、li、，設定された段階区分に心トノて位、行の分

析を湖、づけてし、くことにする。

（しL1) 代表的な論文としては“， LosProblemas 

de la Transici6n: El Caso Argentino," El Trimes-

tre Econ仰 iico,Vol. 30, No. 1 (enero-marzo 1963), 

“Devaluaci6n, Redistribuci6n de Ingresos y el Pro-

U出。dellesarticulacion Industriel en la J¥ rgentina，” 
L>，’sa，γu! !u l~con6mico, Vol. 2、No.4 (enen marz 0 

I '.ii，：）），“：＼：［odcrnisation Developpement et l'integra・ 

tion Latino Americaine，＇’ Tiers Alonde, ¥・01. VII, 

J¥o.品（jan-mars1966）.単行本では他に Elstado y 

el Desarrollo Econ6111ico (Buenos Aires, 195:i）など

IJ、苫〉ら。

〔，L2) Celso Furtado, transl, Ricard口、vde 

Aguiar and Eric Charles Drysdale, The Economic 

(, f川 C'lI, of Jirazil (University of California Pre何

Bcrl,clcy and Los Angeles, l'hi:',i. It；＞、兵 iI ,J. ！ト川
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ノレ語で1959.￥に出版されてL、る。

II 

まず第 1期についてo 今日地理的にアノレゼンチンとし

て一国をなしている地域は，この時期にはいまだ政治的

にも経済的にもほとんど一体性を持たず，い〈つかの地

域的な；_I:i,:i{Ji集団が白半；；Fいこl{Jな生活r,,;J; ', ..でいたに

すぎなかっ／・ すなわち，・＜心ーのポトfJー此］jへ衣綴

や食糧，者支＊類を供給していた北西のツクマン地方や，

皮革貿易をわずかに行なq ていたリトラノレ，ぶどうj商や

乾果物， γ ！＇. ・r-Jレ類をlJ1'・1；ニi民給してL、三ヤーヨ地域

などを中・Lべーわずかなが；－，，＇）えサがもた j,.-,¥ Jこが，こ

れらは一lu日，；干の発展をん｛け→るまでにじ二γ：らに全体

としては閉鎖的な自給自足関係が支配的であって，蓄積

にまわしうるだけの剰余生産物はほとんど存在せず‘ f民

生産性♂l't:{f;f、式が温存＼ ,1 L ご L 、たので.~，. ' と その意

味で， こわIIi別のアルゼ＞ f・ ＞：上「各地鉱山に氏本，労

働力，生産物の交流がほとんとない，個々の地域経済」

に分割されており，したがって「国民経済は作在してL、

なかった」（p.:-t：：）のである。

こう＇ ／コヘJr構造が定fィしていた理由ι ・7 レルi主

次のよーベ二日リしている すなわち，こわ；，ljIIJ！マパヨ一口

、ゾパ商人が新大陸に求めたものは金銀などのお金属およ

びヨーロッパでは生涯で、きない熱帯産物，それも未発達

な運輸1約五j；－：よる高い穀送コストに見合う；：＇FiIT，に滋られ

ていた しィ：がって，同仁 λ子L ・アメ 1,1；りてもこれら

の資源、にむ ι仁；，た西イン I',ir .f.,J司ブラジルjじ時〈；ι；五などは

すでにこの時期においてヨーロッパ資本を軸に原住民や

アフリカからの労働力を駆使した輸出産業が， i日来から

の社会行t庁出店を大きく’交えはじめていたのにけして，

温帯に（／伝 l［＇よ金属資源；二志 EれないアJl.七J Fンi主本

国の関心と：そそるところとはならず，忘れら iiニ存在と

してとり残されていたので’ある，と。

次に第2期。この時期には，アルゼンチン地域におい

てプエ rr、γ レス港がlllli:i号nめの窓と Lとllil!J,Jl，そ

れが刺；明・1;i1にはなってリ卜ごアル；jB方の牧？？？なが脱出産業

に編成替えされていったとして，著者は第1期から第3

期への「移行期」として特徴づけている

閉鎖（11/[''i・('re＇）強U、地域紅済を後背地にそっフヱノスア

イレス必；にその地理的役，U1,t；こもかかj 、わす k•，、j詞植

民地貿与＇：i在二しての脚光士i(iU:ずにいた。 L治ゐしこの問

国際関係が大きく変化し，スペインの支配カが凌退の一

途をたどる一方，他方ではイギリスの勢力が強ま I），弓

書評

テン・アメリカにも自由貿易の風潮が徐々に浸透しはじ

めごいた。171:-l年、ゴトレヒト条約でイギリスによるゾエ

ノスアイレス港での奴隷貿易が許与れて以来，イギリス

はラテン・アメリカに対する進出の機会をねらってし、た

が， この圧力に抗しきれなくなゥたスペインは独占的植

民地政策を改め， 1778年に自由貿易条例（FreeTrade 

Regulations）交制定するに至ったのである。このように

ノエノスアイしスが貿易港とし ζ重要悦される上うにな

ると，その後背地のバンパで従来から皮革貿易のために

行なわれていた牧資業が，産業革命の洗礼を受けたヨー

口ツノミの肉類供給源として注目されるところとなってい

れた そしてパンノ＼C')牧畜業も，鉄械の導入や校番の方

；）！，：改良する二とに上り労働力の節約、生産性のi旬上に

努め，その要求に答えたのである。こうしてパンパは次

の第 3期でアルゼンチン経済の中心となるための地歩を

川めていったのぐあり，この意味におL、て第2J引が（移

fl別jと特徴J iけれれている。

しかしながらニの牧畜業を中心としたバンパ＇.＜＇ 含むリ

トラノレの発展は，他地域を変容せしめるほど強力な波及

プJa:持ちえず，この時期においても各地域は依然として

村正交流のない隔絶状態を保持したま主，一国民経済企

形成するまでにはで人なかった心ここ守ブェレルは花田－

ft!域の伝統産業について次のような興味深し、指摘をして

いる凶それはかつてポトシー鉱山との交易で中心的な役

刑を果たしてい犬三の地域の産業の多しとくに繊維産

主：上、ヨーロゾバからの安価な商品にたちうちできなく

た行て国内市J誌を失い，その結果ふたえび自給れi斉に反

り停滞が続いたとし、うことである（pp.67～69）。外国貿

易が外からのインバクトとして一国経済の変化を促すと

L勺基本的認識にたっ著者比一方で，没界市城におiみ

込玄れ世界経済とともに変容していくリトラルtit万の怖

かしい発展と，｛tli)Jでヨーロツノ、•lftj ,'111.との競争仁枝.jL, 

発展の起動力を失って閉鎖的な自給経済に戻っていく内

陸部の停滞とを鮮明に対置している。

181iO年からJ9:H向に至る第3！部は，：お2期の「作jj期 j

を＜：：，j"て，第 iけ：斤；.＇11＇，輸出部門 ＆：,p心iこア／レゼシ千ン経

済が世界経済の中に急速に組み込まれていく過訟で，国

内の社会経済構造が大きく変化していった時期であると

十るでこの変化の中心になったのは牧畜業と農業，換言

すれ；ま，羊毛.I勾矧と小麦であ.，／こじこうしたそ変化の背

はには，ヨ一口、ソノ、における技術革新の結果もたら主れ

た「世界経済の成長と統合化」（p.77）があったとし，か

つては地理的意味からだけ考えられた市場の拡大が，こ

Iユ3
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の技術革新の結果， 「既存の市場を深める」（p.79）こと

により実'i'i1YJt,・':'f:味での市場の比大が可能にな〉たとい

うフルター：ごくI川葉を引用しながら，ヨーいいにおけ

る産業構造び〕川ヒを強調すノγ ）である。すた1)t, l：業に

おいて技術進歩が急速に進められていったのに対しp 国

民経済に占める燦業の地位は低下していき，その結果食

1量や工業刑1;;(HHは国外にわη伴、冷地を求j，，＇仁けj1.;:fな

らなくな｝た（ 主たそれに！JI：えて「交通，，：f1LによJ::tる

技術進歩が諸悶民経済の統（；＇化以少なからさる倣制を果

たし」（p.80），それが世界市場の形成，世界経済の統合

を実現させる原動力となった。

こうし竺沈行化の一環と Lご、アルゼンT礼、主斉もそ

の中に組み入j'c'，れていくわけであるが，ぞれ’変化して

いった過程は次のように説明されている。檎民地時代に

は重視されなかったアルゼンチンは，第2期の牧省業に

り日えてこ l川 I1f問lどなると小乏生立派ヨーロッ r, ,n¥"1：呂を

浴びると二人土たり，＇－ 'i時人lI 1i主ばらで交通怜i¥¥Jも未

整備のま土台ふ J fこパンパ地域に、多額の投資二大量の

移民が送り込まれ，鉄道建設に先導されたかたちで，農牧

業中心の開発が進められた。長年続いた政治的滋，sLt, 
1862年ミ lし大統領のもとじicliJ店主義者と5>tlfL j主者の

1日ftが実現I一ることによっ・： ,,'DJはされ，外国民宇；を等入

する地盤もできめがった。

こうしたパンバ地域の経済発展は，－I司経済の統合を

推し進めるうえで大きな役’剖を果たしたGというのは，総

山部門の発主ぜこよりもたらされた国内需要（.？，）＇；／九およ

び鉄道網の似；長iこより，国II']I ij .ll＆をめあてとしに，，（繋が

内陸地方においても勃興しはじめていた（注 l）。これらの

産業は砂糖やマテ茶のプランテーションを除き，－~い生

ii/：関係をiだき似 て「資本j一治下J労使関係J(p. 130）の

うえに立•j J二仁 ；） 高い生産けを実現する方向・，Iみふった

のである。

ところで‘こうした発展のE聖側でアノレゼンチンが均為由斗え

こんだI悶題と Lて次の2，点、が考えられるOその第1A干、は国

Lモ経済のあt
号と結び／） き九心産業をもたh方）,・, t:.こ一部<1)1也U；土，こ

の時期においても国民経済に組み入れられるに至らず，

停滞または衰退部分として取り残された。これは 1次産

品輸出を中心とした経済構造をもっアルゼンチン経済の

涜合化が布、トi；＇；こしか行なわれなかったことを物r市むも

のである。市三.・，＼ 1次産品輸山部門を中心に作済溝造

の編H立替えを経験したアルゼンチン経済は，年々先進工

業諸国との交易関係を深めていったが，このことはまた

124 

先進国における景気変動のあおりをまともに受けること

か管味していた。？ヰr"i；上これを「外（t'.1脆現住J(external 

hottleneこk）と呼ぶが，この「外的ぬ：J'Jr'I！が大きtr/:]J;;] 

となるのは次の第，lJ切においてでふる J

世界市場の急速な拡大をみた第3期につし、で， 1930年

以降第4期にはいる。第3期における有効需要増大をも

たムした基本的＇／ γ ケ々ーは1次！も山総Ii＇，であっ fこが，

1929'.i ;J}j慌によら14際経済の変化が［部員U'1易を縮！］、せし

め，アルゼ、ンチンの 1次産品輸出も，もはや経済の成長

ブアクターたる地位を失っていった。それにかわって生

産的投資が基本的成長ブアクターにならなければならな

：た ときたが，行済政策の失敗もおり，現在でい、も

はやぽ済の成長上りも従来のそれを維nするにとど士冶

だけになってしま q た。その過程を著者の説明にf追って

重要約すると次のようになる。

1929’i二恐慌を＃i:に、先遼工業諸民はほi々 の貿易保議政

策たどり，通荷フロゾケの形成， 2凶IHl貿易を急速に1it

逃l.,lり世紀後半からん＂~＂、てきた多 f1！災対，多角的決消／

ステムは崩壊していった。こうした世界経済構造の変察

は当然のことながら 1次産品輸出国に少なからざる打撃

を与え／こ。それiこ/JUえて食糧の彦ri号5単ブJltがノj、さ』、二と

が支す～tす1次！可：，＇，

ような 1次産品輸出の｛民下は保有外貨i詮のi域少を招き，

その緒5県翰入能力も激減したのであつた。そうした状況

のも土マ種々の対策が簿じられたわけt：が，その中でも

直要たのは輸入荷11:戒のためにとられた将仁業中心の輸入

代杯i立J主の育戒であ.，；て。しかしながら、重化学工業の

育成はあまり行なわれず，軽工業部門で必要とされる機

械，生産設備等は外国からの輸入にまつほかなく，工業化

の推進力は終局在］にl士、輸入能力，，1議出に帰するところ

となり‘ア／レゼ乙チン経済の発展はタトほからの 1次注品

読を：のfl争びに銅lj,¥]~れ，国内に白むのな発展の起動与を

確立するには至らなかったのである。これを著者は「米

統合の産業経済」と呼んでいる。このように，工業化が

特工業iド心におこり， l主俗学工業（芸誌のL、う「基礎産

業J( basic industry，）の発展が不十＇,tでJらったことが、

1930年以降，とくに1948年以降の停滞と深く結び、ついて

いるのである。

と三九で，重化ヤ工業部門をも合めた工業化がお竺ら

なかマJプニ理由と Lて、 仁業化促進のL役であった長1::1資

本が＼~礎産業苦~P'l＇、の投資に積極i’V,Jでなかったこと川行

摘しているc政情不安が続き，また新しく導入された技術

を使いこなす能力をもっ労働者が不足し，企業の組織化
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三行なv、うるth：；者も之しい状況のもと乙資本集約的

で，収益の回収期間が長いこの部門へ向けられる民間資

本は，初期間『1乃ちに U i多くの収益を I！ぎすそのけ格

からし ζもごくまれで /j〕ったからとある 3 一二のことれら

も明らかなように竜化学工業の育戒とH会的間接資本

（.＇）整備 I 公共川弓のh'i11Jく的な！f,(:1,11みがな〈ては定叫し

えなか円たにもかかわら子，事実この点に関する…貸し

ト二経済此：誌がt,:/,,.yた♂にあり， fl,I,在の l停滞の本ぼ的

な原因は， 1930年以降採られてきた誤ゥた経済政策に

「る，J, p, 210，ヒ著者tよ1張するのである

以上のぷうな尚済発性昼過程の分析を基盤として， 詰ず

は第 5l明日ヤ，経済発展政策のための指針を挺iiミし CV、る。

その政策！fi'c言lt己、：さし：.作系fヒされておん「，羅ヤ'i]l'i'J印

象を与える告［＼分も残されているが，その論析は次のよう

；二要不）二，j1.,るで？｝ろう。

まず，箸＇I'd士γルゼ、ンチン経済の現実を次の上うにみ

,・ 。すぺ jlち，，， ・・，ト i' ，，＇）言葉ザおりれ‘ i二すでに戸離

陸期Jtと越えた段階にあ：Jながら， 自立的発展力会依然

号して 湾沿し失ない虫食15年あキリの仲滞を続けてい

行。そ；7'i［本自＇Jlj(因は毛 l，＇，，ってび t'1ト的fJ ハケト；二，hわ

りうる他の発股のリーヂイング・セケヲーがし、まだ見い

f：されに国F•·,f ，斉と ：まと i Jていr,L、未統（「ノ1経

消構造を温存してL、ることにある，と 19t1UrYJλら20世

紀初頭、こ J計十て c.＇、三の~＇ I , 11差済t:',il"は， Ii'恥？恥-!iJ易U）＇要求

にたまJ三ょと！二。ゾタりあっιパン’ノ、の地理Ii、J糸f司令がギいし

竺ためたもとr,・'l:れたものであったが， 1930与以降の世

外経済；t・/le造，'1'111十ともv二I；きくそにLで、、 3のー.t，，る。

したがっ一て経済の停滞を克服するためには，企業家，

汁弱j者C 'Lたす＼ミf愛子illj,さることなが九世界付F与の

こうした？変化をアルゼンチン経済の現実を：rrしく認識し

a二政策＇ rlぷこK,:, r債j:，：日I'JくL経抗li函Juγi：施がど、慢で

ある，と。そこで主柱となるべき目標は，もちろんアル

ぷンチ、 F4iι1的今｛ヒァ：η り，ぞρため：では「基棺産業

の拡大‘ ti会資1三の初日L l也域内＇， f：均衡υ川正， 日出iliil
伎にみじれる上うな制1を的側l性の克服！ (p.ゴ1:¥）の阿

ヨ）が草＇］｝ .. • :c ;j ! ＇、る。そして二九した j，（.；とを実：，r,pる

には司つ、［｜内政治不安を克服し，国家利益と［1，］氏の利益

をー至I Tうノパ｝：主i/1Jな政，（，代確，＇： ＼れるど、をが

あり，労働汗お孟び企業家の協力が要請されるとしてい

ノ
C 

またi也）1主イセ子｛ιもE言及 ，一国経1斉の統ふ；とはノ iン・

アメリカ地主主の経済統台に対しでも促進汚ljとなりうる，

というた.：＇~か C i/i l極的iこ正芳して、る。 ＜·•.＇）実現 11J能性
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については，地域全体のもつ文化的，，1I史的共j:)_j),l;盤を

指摘しているが，各国経済と地域統台の進展過程に伴う

競合l'¥1,1係；こはふtiふれてL、ないa

( /1: 1〕 ＿，上沼｛地｝］ ') ／夕日／， フノ｛の砂fJ",：；：業，

ク一日心ブドウ民:I, リオネグロ ω果樹｜創，チャコ，ア

ォ。l ＇サ正 yH;;, ミシ j （， ス小 J テir，：～どが｛例IJ,j；べれて

し、る（p.1:i9）。

盟

刀、iJ：本舎のJ要 h内容の要約であ／；〉が，：著行はその

分＋！？方法において，とくに次の 2人から少なからざる影

多野を乏＇ tt'こもっと思わ1tる。その 1人口ヒルソ・川レタ

ードであり，他の 1人はうウノレ・プレヒ、ソシュである。

ブル 'i. 1ごがブ f レYレピワえ六影響については、すでに

述ベアシハで， ここではr,c・1二，←7'［／ピサシ？との関係につ

いて述べておきたい。両者とも，アルゼンチン経済の停

滞をtJ!i'で経済的tr視里付、ら明れかにし上うとしごL、るc

しかしながら，プレビッシュがアルゼンチン経済の停滞

の同店を， 1 ,till品輪出ml全体♂7問題として一般fl¥l論へ

の普遍化を志したのに対し，ブヱレノレはアルゼンTン経

済の構造が形成きれてきた過程を、国際経済の1f1ヒの中

で経流史的に分析することにじpて‘ f＇・滞の原問を究明

していこうとしたのであった。

そこで，こう Lノた方法による’先明が；；＇，：： J)jしてνるか否

かをここで若干検討して，この書評の結びとしたい。

まず、アルセユチン経済の拡造的変化の契機？をいi際経

済の安化の中（：，換言すれば外国貿易をとうしてf~I握し

ようとしたこ kは，基本的に正しい方法であると脅えら

れようというの法，この同が｜世界経済iこを場し：くるの

はイギリスなどへの小麦，肉類の輸出をとうしてであり，

また経済の停i市ボ問題となるのは1929｛ドの大恐慌による

それらの輸出困難が契機になったという著者の指摘は，

正しい円いえるかんであるつ

しかしながら，そう Ltこ契機じょっく生じたれν元構造

の変化それ自体の分干！？止なると，決して十分に行なわれ

てヤ：：，：：， ＇：：はいえ々し、。 fとえば， 自給i'ii己的経済方支配

的であったリトラノレ地域に小麦や肉類の輸出部門が拡大

してレ J fこ19［日記捻半におい亡、 「企業？：ど労働行の関

係は純粋に資本主義的であり，賃金が現物形態で、支払わ

れる Oll，上一部ηにすぎたかったJ(p. 58）どし，生産関係

に符！？るその他山記述が見受HLe，れなャのだが 託金が

貨幣形態で支払われているということだけで「資本主義

的労使関係JのIJ足立を治返すらことには無理が払ごノと

12ラ
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われる。貨幣形態で支払われる賃金の内務，企業者の行

動様式，あるいは，土地制度の問櫨などが検討されて，

はじめて構造変化の内容も明らかになるのではなかろう

か 主だ著者は第5部においてF アルぜシチン経済の統

計七のために週成されなければならたい課題のーっとし

て， 「十地制度に見られるとうな信i]'([(i(J耐1ft性の克綴J

を指摘しているが，その指怖がそれセでの分析とU、かな

る問述でもってなされているのか？f-tj,：に；tJll!解できなか

った。 「硬直化した土地制度」が，過去のアルゼンチン

経済の中でいかなる役割lを巣たし，また経済発展にとっ

ていかなる極袷となってきたかが経済学的に分析されて

はじめて，そうした提言も十分説得的となるのではなか

ろうか。

r, ,11誌のことは，第4期につL、CL¥、えらであろう。こ

川り羽に 1次産品輸出の減！いに；'I弓的人能力減退に対応

しじ輸入代替産業の育成策がと：，れたが，軽工業につ

いてit二れがある程度成功したにもλ～tミわらず， 「基礎

産業」に関しては成功せず，それが停滞の大きな原因と

なっており，したがってまた，その育成が今後のアルゼ

ンチン経済の発展のための最重婆な課題とされているこ

とは前述したとおりである。しかし，この基礎産業の育

成が失敗した理由が，けっきょくのところ，政府当局の

政策，J）ぶりに求められていふことには少な怜らざる疑問

を抱力、Jるをえない。たとえば，ぺ日／，弓代iこ実施された

主化学：l業優先の第1次 5力作，Jumが矢吹した原因は，

終I，，｝的i二は農業育成の軽視に，lyr＼・＋られ・c1,、るようだが，

l土之してそれt！.けであろうかο μ¥ 

施状況，それをとりまく国内的，国際的環境等の分析を

基礎とした検討が必要なのではなかろうかつたとえば初

期のベロン政権が労働者の支持を基盤としていたため，

財政面では，社会政策的な支出がかなりの比重を占めて

いJここと，あるいは外資のff償での同1Jil:fこ外貨を使い

県ιこしてしまったことなどれサ，,ff；に；士11¥J題になると思

われるが，どうであろうか〉？と／：ご＇日出［ U>'.U次がその後の

ア＇ L' ＞チン経済の中で，どの上うな立司、金持ったかと

し、〕同点も本書から読みとれたし、 このιii函の失敗後，

農業部門の強｛己育成策がとられたが，箸：台はこれを「過

去の経済モデルに戻る政策」（p.204）であると批判する

わけであるが，農業部門を軽視もしなければ重視もしな

い農業政策とは，どのようなものであろうか。このよう

に脅えてくると，著者が今後の政策の最f重要課題である

とする「基礎産業の育成j つ、うこともト分説得約であ

るとは！巴われない。
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以上，衡単に検討してきたことからも明らかなように，

国際経済の変化の中でアルゼンチン経済の変化をみよう

とナる著者の方法は基本的には正しいのであるが，本書

における閣内経済構造の分析は必ずしも十分とはいえな

いのである。そうした点を要求するのは本舎の慨説書と

いうft協からみて，あるいは無理かもしれないが，本書

がアノレゼンチン経済の歴史的分析を行なぺfこ数少ない良

たの つであるだけに惜しまれる。最近のアルゼンチン

経済史の研究も以上のような点に関心が向けられつつあ

る（注 1）ということを最後に指摘しておきたい。

〔出 l) William Paul McGreevey with the assi-

stance of Robson B. Tyrer，“Recent Research on 

the Economic History of Latin America," Latin 

, ¥lllcrican Research R自，iew,¥'ol. :l, No. 1 (spring 

iリ［汎川.;1,.:)) tうな指摘がなされてし ιL ララ 1 ・ァ

バリ j;f寺村山経済史は，輸出経併を 1[1心；こJえどもの

それを基礎に国内経済の変'i'Hつじ円：＇.・じくもの

I t苓iiしはじめてきており， こし•，；，t((j :.:1950午代後

、｜初、九徐々 に，とくに60年代にはいづてからは顕著に

みられる Lうになってきた，と。

（調査研究部 今井圭子〉
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